
(57)【要約】
【課題】  車両操作補助装置の種々の状態を簡単な構造
で表示可能とする。
【解決手段】  少なくとも走行駆動用の機関の状態及び
車両走行状態を表示するメータ装置Ｍと車両の車速制御
等の操作を補助する前車追従型の自動速度制御装置３７
の状態を検出する補助装置状態検出手段１７とを備え、
メータ装置Ｍの指針３の輝度、色彩、点滅等の表示情報
を変更可能とし、少なくとも前車追従型の自動速度制御
装置３７の状態に応じて指針３を可変制御する制御回路
１７を設けた。そして、前車追従型の自動速度制御装置
３７の状態に応じて指針３の輝度、色彩、点滅等の表示
情報を変化させ、運転者に視認性良く認識させることが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  少なくとも走行駆動用の機関の状態、及
び車両走行状態を表示するメータ装置と、
車両の車速制御等の操作を補助する車両操作補助装置の
状態を検出する補助装置状態検出手段とを備え、
前記メータ装置に表示情報を変更可能な可変表示部を設
け、
少なくとも前記車両操作補助装置の状態に応じて前記可
変表示部を可変制御する制御手段を設けたことを特徴と
する自動車用表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の自動車用表示装置であっ
て、
前記メータ装置は、指針表示のアナログタイプであり、
前記可変表示部は、輝度、色彩、点滅等の表示情報を変
化させる指針であることを特徴とする自動車用表示装
置。
【請求項３】  請求項１記載の自動車用表示装置であっ
て、
前記メータ装置は、数字表示のディジタルタイプであ
り、
前記可変表示部は、前記数字表示に隣設され、輝度、色
彩、点滅等の表示情報を変化させる発光部であることを
特徴とする自動車用表示装置。
【請求項４】  請求項２又は３のいずれかに記載の自動
車用表示装置であって、
前記車両操作補助装置は、前方車両の状況に応じて自車
の速度を設定車速に制御する前車追従型の自動速度制御
装置であり、
前記可変表示部は、輝度、色彩、点滅等の表示情報によ
り、前記自動速度制御装置が作動中か、同作動中で且つ
加速中か減速中か、同作動中で先行車追従中か、同作動
中で設定車速で走行中かの情報を運転者に認識させるこ
とを特徴とする自動車用表示装置。
【請求項５】  請求項１～３のいずれかに記載の自動車
用表示装置であって、
前記車両操作補助装置は、地図情報を提示するナビゲー
ション装置であり、
車速を検出する車速検出手段を設け、
前記制御手段は、走行中の道路の種類、曲率等の地図情
報と車速とに応じて可変表示部を変化させることを特徴
とする自動車用表示装置。
【請求項６】  請求項５に記載の自動車用表示装置であ
って、
前記車両操作補助装置は、アンチロックブレーキ制御を
行なうアンチロックブレーキ制御装置、駆動輪の駆動力
制御を行なうトラクションコントロール装置を含み、
前記アンチロックブレーキ制御装置の作動状況を検出す
るブレーキ制御検出手段、トラクションコントロール装
置の作動状況を検出する駆動力制御検出手段を設け、
前記制御手段は、走行中の道路の種類、曲率等の地図情

報と車速とアンチロックブレーキ制御装置の作動状況と
トラクションコントロール装置の作動状況とに応じて可
変表示部を変化させることを特徴とする自動車用表示装
置。
【請求項７】  請求項５に記載の自動車用表示装置であ
って、
前記車両操作補助装置は、前照灯、ワイパー装置を含
み、
前記前照灯の点灯有無を検出する前照灯検出手段、及び
ワイパーの作動有無を検出するワイパー検出手段を設
け、
前記制御手段は、走行中の道路の種類、曲率等の地図情
報と前照灯の点灯有無とワイパーの作動有無とに応じて
可変表示部を変化させることを特徴とする自動車用表示
装置。
【請求項８】  請求項４～７のいずれかに記載の自動車
用表示装置であって、
自車の車速を検出する車速検出手段を設け、
先行車との車間距離及び相対速度を計測する衝突計測手
段を設け、
前記制御手段は、前記計測した車間距離及び相対速度に
より自車が先行車に衝突しない上限速度を算出し、該上
限速度と前記検出した自車車速とに応じて、前記可変表
示部を変化させることを特徴とする自動車用表示装置。
【請求項９】  請求項４～７のいずれかに記載の自動車
用表示装置であって、
自車の車速を検出する車速検出手段を設け、
シフト位置を検出するシフト位置検出手段を設け、
前記制御手段は、検出した車速及びシフト位置から燃費
効率の良い許容車速を算出し、該許容車速と前記検出し
た自車車速とに応じて前記可変表示部を変化させること
を特徴とする自動車用表示装置。
【請求項１０】  請求項４～７のいずれかに記載の自動
車用表示装置であって、
自車の車速を検出する車速検出手段を設け、
ステアリング舵角を検出する舵角検出手段を設け、
天候、路面摩擦係数等の走行環境を検出する環境検出手
段を設け、
前記制御手段は、検出車速、及び走行環境により、自車
がスピンしない許容舵角を算出し、該許容舵角と前記検
出舵角とに応じて前記可変表示部を変化させることを特
徴とする自動車用表示装置。
【請求項１１】  請求項４～１０のいずれかに記載の自
動車用表示装置であって、
前記設定車速、上限速度、許容車速、許容舵角などの特
定走行状態を指示するポインタを設けたことを特徴とす
る自動車用表示装置。
【請求項１２】  請求項１～３のいずれかに記載の自動
車用表示装置であって、
前記車両操作補助装置は、複数種備えられ、
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該複数種の車両操作補助装置の各作動状態、及び車両状
態を検出する作動状態検出手段を設け、
前記制御手段は、各車両操作補助装置の状態に応じた可
変表示部の可変制御を、車両状態、各車両補助装置の状
態に応じて自動的に選択することを特徴とする自動車用
表示装置。
【請求項１３】  請求項１～３のいずれかに記載の自動
車用表示装置であって、
前記車両操作補助装置は、複数種備えられ、
該各車両操作補助装置の状態に応じた可変表示部の可変
制御を手動で切換え可能なモードスイッチを設けたこと
を特徴とする自動車用表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、車両用のメータ
装置を利用して車両操作補助装置の状態に応じた表示を
可能とした自動車用表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の自動車用表示装置としては例え
ば、図２４に示す自動車用メータ装置がある（実公昭６
４－２７７８１号公報参照）。即ち、この自動車用メー
タ装置は例えば自動車のスピードメータであり、目盛盤
１上に指針３を備えている。
【０００３】前記指針３の指針軸５には光導入部７が設
けられている。前記目盛盤１の下側には前記光導入部７
に対応して導光部材９が設けられている。導光部材９の
一端側には照明ランプ１１が配置されている。前記導光
部材９の他端側には警告ランプ１３が設けられている。
この警告ランプ１３に対向して前記導光部材９には黄色
の警告用レンズ１５が設けられている。
【０００４】そして、警告ランプ１３が消灯している
時、照明ランプ１１の光が導光部材９を介して光導入部
７から指針３に導かれて発光し、夜間等でも指針３を明
確に指示することができる。又、油圧が所定の値よりも
低い時等に警告ランプ１３が点灯すると、光が警告用レ
ンズ１５を透過し導光部材９を介して光導入部７から指
針３に導かれる。これによって指針３は警告ランプ１３
の消灯時の色（白色）とは異なる黄色に発光する。この
ような指針３の黄色に変色した発光によって運転者は油
圧が所定の値よりも低いこと等の警告を見落とすことな
く確実に気付くことができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、このような
車両用メータを速度警報に適用した場合、ある車速の条
件を設定し、この設定条件を上回るか否かによって速度
警報を行なうことができる。
【０００６】しかしながら、一般道路と高速道路とでは
最高車速が異なるため道路の種類に応じて設定条件を変
える必要がある。即ち、警報のタイミングや警報車速の
設定条件、あるいは警報する目的は車両の状態あるいは

道路環境等に応じて異なるため、このような種々の設定
条件を上記のように指針３の色を単純に変えることのみ
によって行なうことは困難であるという問題があった。
【０００７】これに対しメータ装置を利用せずに別に液
晶表示装置を設け、種々の設定条件を的確に表示してこ
れを運転者に認識させることは可能である。
【０００８】しかしながら、運転者は、走行中にメータ
装置を頻繁に確認するが、この確認の最中に液晶装置を
見ることは違和感を感ずる恐れがある。また、液晶装置
等を用いるとこれを設ける特別のスペース等が必要とな
り、又コストアップの原因となる恐れがある。
【０００９】そこでこの発明は、自動車が置かれている
種々の環境条件等によって様々に変化する設定条件を簡
単な構造によって違和感なく的確に表示することのでき
る自動車用表示装置の提供を目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に請求項１の発明は、少なくとも走行駆動用の機関の状
態、及び車両走行状態を表示するメータ装置と、車両の
車速制御等の操作を補助する車両操作補助装置の状態を
検出する補助装置状態検出手段とを備え、前記メータ装
置に表示情報を変更可能な可変表示部を設け、少なくと
も前記車両操作補助装置の状態に応じて前記可変表示部
を可変制御する制御手段を設けたことを特徴とする。
【００１１】請求項１の発明によれば、メータ装置は少
なくとも走行駆動用の機関の状態及び車両走行状態を表
示し、また車両操作補助装置は車両の車速制御等の操作
を補助する。そして、補助装置状態検出手段は車両操作
補助装置の状態を検出し、制御手段は少なくとも車両操
作補助装置の状態に応じてメータ装置の可変表示部を可
変制御することができる。
【００１２】請求項２の発明は、請求項１記載の自動車
用表示装置であって、前記メータ装置は、指針表示のア
ナログタイプであり、前記可変表示部は、輝度、色彩、
点滅等の表示情報を変化させる指針であることを特徴と
する。
【００１３】請求項２の発明では、少なくとも車両操作
補助装置の状態に応じて可変表示部の輝度、色彩、点滅
等の表示情報を変化させることができる。
【００１４】請求項３の発明は、請求項１記載の自動車
用表示装置であって、前記メータ装置は、数字表示のデ
ィジタルタイプであり、前記可変表示部は、前記数字表
示に隣設され、輝度、色彩、点滅等の表示情報を変化さ
せる発光部であることを特徴とする。
【００１５】請求項３の発明では、請求項１の発明の作
用に加え、少なくとも車両操作補助装置の状態に応じて
数字表示に隣接された発光部の輝度、色彩、点滅等の表
示情報を変化させることができる。
【００１６】請求項４の発明は、請求項２又は３のいず
れかに記載の自動車用表示装置であって、前記車両操作
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補助装置は、前方車両の状況に応じて自車の速度を設定
車速に制御する前車追従型の自動速度制御装置であり、
前記可変表示部は、輝度、色彩、点滅等の表示情報によ
り、前記自動速度制御装置が作動中か、同作動中で且つ
加速中か減速中か、同作動中で先行車追従中か、同作動
中で設定車速で走行中かの情報を運転者に認識させるこ
とを特徴とする。
【００１７】請求項４の発明では、請求項２又は３のい
ずれかの発明の作用に加え、前車追従型の自動速度制御
装置によって前方車両の状況に応じて自車の速度を設定
車速に制御することができる。そして、可変表示部の輝
度、色彩、点滅等の表示情報により自動速度制御装置が
作動中か同作動中で且つ加速中か減速中か、同作動中で
先行車追従中か同作動中で設定車速で走行中かの情報を
運転者に認識させることができる。
【００１８】請求項５の発明は、請求項１～３のいずれ
かに記載の自動車用表示装置であって、前記車両操作補
助装置は、地図情報を提示するナビゲーション装置であ
り、車速を検出する車速検出手段を設け、前記制御手段
は、走行中の道路の種類、曲率等の地図情報と車速とに
応じて可変表示部を変化させることを特徴とする。
【００１９】請求項５の発明では、請求項１～３のいず
れかの発明の作用に加え、ナビゲーション装置によって
地図情報を提示することができる。そして、車速検出手
段によって車速を検出し、走行中の道路の種類、曲率等
の地図情報と車速とに応じて可変表示部を変化させ、地
図情報と車速との関係を認識させることができる。
【００２０】請求項６の発明は、請求項５に記載の自動
車用表示装置であって、前記車両操作補助装置は、アン
チロックブレーキ制御を行なうアンチロックブレーキ制
御装置、駆動輪の駆動力制御を行なうトラクションコン
トロール装置を含み、前記アンチロックブレーキ制御装
置の作動状況を検出するブレーキ制御検出手段、トラク
ションコントロール装置の作動状況を検出する駆動力制
御検出手段を設け、前記制御手段は、走行中の道路の種
類、曲率等の地図情報と車速とアンチロックブレーキ制
御装置の作動状況とトラクションコントロール装置の作
動状況とに応じて可変表示部を変化させることを特徴と
する。
【００２１】請求項６の発明では、請求項５の発明の作
用に加え、ブレーキ制御検出手段によってアンチロック
ブレーキ制御装置の作動状況を検出し、駆動力制御検出
手段によってトラクションコントロール装置の作動状況
を検出し、制御手段は走行中の道路の種類、曲率等の地
図情報と車速とアンチロックブレーキ制御装置の作動状
況とトラクションコントロール装置の作動状況とに応じ
て可変表示部を変化させることができる。従って、路面
状況等と車速との関係を運転者に認識させることができ
る。
【００２２】請求項７の発明は、請求項５に記載の自動

車用表示装置であって、前記車両操作補助装置は、前照
灯、ワイパー装置を含み、前記前照灯の点灯有無を検出
する前照灯検出手段、及びワイパーの作動有無を検出す
るワイパー検出手段を設け、前記制御手段は、走行中の
道路の種類、曲率等の地図情報と前照灯の点灯有無とワ
イパーの作動有無とに応じて可変表示部を変化させるこ
とを特徴とする。
【００２３】請求項７の発明では、請求項５の発明の作
用に加え、前照灯検出手段によって前照灯の点灯有無を
検出し、ワイパー検出手段によってワイパーの作動有無
を検出し、制御手段は走行中の道路の種類、曲率等の地
図情報と前照灯の点灯有無とワイパーの作動有無とに応
じて可変表示部を変化させることができる。従って、天
候や昼夜と車速との関係を運転者に認識させることがで
きる。
【００２４】請求項８の発明は、請求項４～７のいずれ
かに記載の自動車用表示装置であって、自車の車速を検
出する車速検出手段を設け、先行車との車間距離及び相
対速度を計測する衝突計測手段を設け、前記制御手段
は、前記計測した車間距離及び相対速度により自車が先
行車に衝突しない上限速度を算出し、該上限速度と前記
検出した自車車速とに応じて、前記可変表示部を変化さ
せることを特徴とする。
【００２５】請求項８の発明では、請求項４～７のいず
れかの発明の作用に加え、衝突計測手段が先行車との車
間距離、及び相対速度を計測し、車速検出手段が自車の
車速を検出し、制御手段が計測した車間距離、及び相対
速度により自車が先行車に衝突しない上限速度を算出
し、この上限速度と前記検出した自車車速に応じて前記
可変表示部を変化させることができる。従って、先行車
と自車との関係において自車車速度を運転者に認識させ
ることができる。
【００２６】請求項９の発明は、請求項４～７のいずれ
かに記載の自動車用表示装置であって、自車の車速を検
出する車速検出手段を設け、シフト位置を検出するシフ
ト位置検出手段を設け、前記制御手段は、検出した車速
及びシフト位置から燃費効率の良い許容車速を算出し、
該許容車速と前記検出した自車車速とに応じて前記可変
表示部を変化させることを特徴とする。
【００２７】請求項９の発明では、請求項４～７のいず
れかの発明の作用に加え、車速検出手段によって自車の
車速を検出し、シフト位置検出手段によってシフト位置
を検出する。制御手段は検出した車速、及びシフト位置
から燃費効率の良い許容車速を算出し、この許容車速と
検出した自車車速とに応じて可変表示部を変化させるこ
とができる。従って、燃費との関係において自車車速を
運転者に認識させることができる。
【００２８】請求項１０の発明は、請求項４～７のいず
れかに記載の自動車用表示装置であって、自車の車速を
検出する車速検出手段を設け、ステアリング舵角を検出
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する舵角検出手段を設け、天候、路面摩擦係数等の走行
環境を検出する環境検出手段を設け、前記制御手段は、
検出車速、及び走行環境により、自車がスピンしない許
容舵角を算出し、該許容舵角と前記検出舵角とに応じて
前記可変表示部を変化させることを特徴とする。
【００２９】請求項１０の発明では、請求項４～７のい
ずれかの発明の作用に加え、車速検出手段によって自車
の車速を検出し、環境検出手段によって天候、路面摩擦
係数等の走行環境を検出する。制御手段は検出車速、及
び走行環境により自車がスピンしない許容舵角を算出
し、許容舵角と検出舵角とに応じて可変表示部を変化さ
せることができる。従って、自車の車速と自車がスピン
しないステアリング舵角との関係を運転者に認識させる
ことができる。
【００３０】請求項１１の発明は、請求項４～１０のい
ずれかに記載の自動車用表示装置であって、前記設定車
速、上限速度、許容車速、許容舵角などの特定走行状態
を指示するポインタを設けたことを特徴とする。
【００３１】請求項１１の発明では、請求項４～１０の
いずれかの発明の作用に加え、設定車速、上限速度、許
容車速、許容舵角等の特定走行状態をポインタによって
指示することができる。従って、運転者はポインタを見
ることによって設定車速や上限速度等の特定走行状態を
認識することができる。
【００３２】請求項１２の発明は、請求項１～３のいず
れかに記載の自動車用表示装置であって、前記車両操作
補助装置は、複数種備えられ、該複数種の車両操作補助
装置の各作動状態、及び車両状態を検出する作動状態検
出手段を設け、前記制御手段は、各車両操作補助装置の
状態に応じた可変表示部の可変制御を、車両状態、各車
両操作補助装置の状態に応じて自動的に選択することを
特徴とする。
【００３３】請求項１２の発明では、請求項１～３のい
ずれかの発明の作用に加え、制御手段は各車両操作補助
装置の状態に応じた可変表示部の可変制御を、車両状
態、各車両操作補助装置の状態に応じて自動的に選択す
ることができる。従って、車両操作補助装置が複数種あ
っても各車両操作補助装置の状態に応じた可変表示部の
可変制御を無理なく行なわせることができる。
【００３４】請求項１３の発明は、請求項１～３のいず
れかに記載の自動車用表示装置であって、前記車両操作
補助装置は、複数種備えられ、該各車両操作補助装置の
状態に応じた可変表示部の可変制御を手動で切換え可能
なモードスイッチを設けたことを特徴とする。
【００３５】請求項１３の発明では、請求項１～３のい
ずれかの発明の作用に加え、各車両操作補助装置の状態
に応じた可変表示部の可変制御をモードスイッチによっ
て手動で切換えることができる。従って、車両操作補助
装置が複数種備えられていても運転者の任意の選択によ
って任意の車両操作補助装置の状態に応じた可変表示部

の可変制御を行なわせることができる。
【００３６】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施形態を説明
する。
【００３７】（第１実施形態）図１は、この発明の第１
実施形態に係る自動車用表示装置のブロック図を示して
いる。この自動車用表示装置は、スピードメータＭと制
御回路１７とを備えている。前記スピードメータＭはメ
ータ装置の一部として図示しないメータクラスタに組み
込まれている。メータ装置は少なくとも走行駆動用の機
関の状態及び車両走行状態を表示する。走行駆動用の機
関の状態としては、エンジンの回転数があり、車両走行
状態としては車速がある。この車速を前記スピードメー
タＭが指示する。又、メータクラスタにはその他油圧
計、水温計等も組み込まれている。
【００３８】前記スピードメータＭは、目盛盤１、指針
３、回転駆動部１９、導光部材２１、光源としてのラン
プＰ1 ，Ｐ2 によって概ね構成されている。
【００３９】前記目盛盤１は図示しないメータハウジン
グに固定され、スピードを表示する文字目盛等が設けら
れている。前記指針３は車速を指示し、幅の細い第１の
指針部２３と幅の太い第２の指針部２５とが重ねて配置
され、指針軸５に固着されている。これら第１，第２の
指針部２３，２５は導光材、例えば光ファイバー等で成
形されている。各指針部２３，２５の基部２３ａ，２５
ａには第１，第２の導光連係凸部２３ｂ，２５ｂが設け
られている。各導光連係凸部２３ｂ，２５ｂは第１，第
２の導光板２７，２９に当接しており、指針に光を導く
役割を果たしている。第１の導光板２７には第１の導入
光部２７ａが突設され、第２の導光板２９には第２の導
入光部２９ａが突設されている。第１，第２の導入光部
２７ａ，２９ａにはそれぞれ前記ランプＰ1 ，Ｐ2 が対
向配置されている。
【００４０】また、イグニッションスイッチ３３とライ
トスイッチ３５との信号が制御回路１７へ入力されるよ
うになっている。ランプＰ1 ，Ｐ2 へは制御回路１７か
らの信号が入力されるようになっている。そして、ラン
プＰ1 ，Ｐ2 の点灯によって第１，第２の光導入部２７
ａ，２９ａ、第１，第２の導光板２７，２９、第１，第
２の導光連係凸部２３ｂ，２５ｂを介して第１，第２の
指針部２３，２５に光が導入されるようになっている。
又、ランプＰ1 ，Ｐ2 の光源色を異ならせることによっ
て指針３の輝度、色彩を変えることができ、又ランプＰ
1 ，Ｐ2 を点滅させることによって指針３を点滅表示す
ることができ、その表示情報を変化させることができ
る。従って、指針３はこの実施形態において可変表示部
を構成し、この可変表示部３がメータ装置に設けられた
構成となっている。
【００４１】前記制御回路１７には前車追従型の自動速
度制御装置（前車追従型のオートスピードコントロール
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